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　従来glycero1，筋には標本作．製の容易な家兎．腰
筋・が多く用いられているが，E．　Bozleri）は蛙の．
縫工筋も．また．家兎腰筋と同様にglyceroI筋’とし
て使用し得ることを述べている。しかしなボらこ
こで注意すべき庶，．哺乳動物並びに冷血動物間に．
は生理的ion強度に相違のある点である。
　A．Szent－Gy6rgyi）はAM液の超沈澱の発現
における臨界塩濃度が生理盛塩濃度と極めて近似
的であることから，この現象を“溶液における収
縮”として重要視しているが，この観点よりすれ
｝t　glycerol筋のATP．短縮と塩濃度の関係につい
ても生理的特異性の反映する可能性が考えられ
るb　　　　　l
　われわれは蛙縫工筋のglycero1筋を使用して
実験を行うに際しての基礎的実験を含めて，家兎
並びに蛙glycerol筋のATP短縮と塩濃度との
関係においてかかる差異が，．両者のAMに事実
存するか否かについて比較検討を加えた。
　　　　　　　　　実験方法
　1．実験材料
’A．glycero1筋：家兎腰筋並びに蛙縫工筋から：丸山3）
の方法に従いglycerol筋を作製した。
　B．ATP＝われわれの教室で抽出したATP　Ba塩（f　ree
卒TPとして純度40％）をK：塩として使用した。
　C・塩溶液：終濃度がそれぞれ0．07M，0．16M，0．2M，
0．3M，0．4R【，　O．5M，　O．6M　O．8MのKCI溶液中1こMgClt
O．0015M，　ATP　4×10－s　Mをそれぞれ含有し，　pHを7
に補正した塩溶液を調製した。
　11．実駿操作
　1）．荷重なき場合：glycerol筋を室温において，20％
91y6erolで10分間洗い，さらにKCI溶液（K：Cl　O・16M，
MgClt　O．0015M）で20分間洗い，その後細棒より切離し，
直径約0．3mm，長さ151nmの筋線維に分離する。なお蛙縫
工筋のglyCerOl筋は家兎腰筋のglyCerol筋に比し，細
長い線維に分離し難く，ために一部原油を10mmとして使
用した。かくして分離した筋線維は時計皿に入れた各濃度
の塩溶液に5分聞浸漬して，その後直ちに取出し，長さを
伸展することなく，：丸山「’）の方法により短縮高を測宗した。
　2）荷耳：を加えた場合＝時計皿の代りに小箱を用いた。
小箱内は傾斜を有するようにparaMnで充墳し，その中
にscaleを封■する。箱の一端には鉤を，他端には滑車を
装置し，分離した筋線維の両端を絹糸で結紮し，一方の結
紮糸を鉤にかけ，他方の結紮糸は滑車を通して箱外にたら
し，これに荷重を附す。しかる後箱内に上記の各塩溶液を
入れ，筋線維を5分間浸漬し，その短縮高を封入せるscale
で測定した。なを荷重は200mgを用いた。
実験成績
1）荷軍なぎ場合：成績は図に示すごとく，全塩濃度に
おいて，家兎並び蛙glycerol筋はともにほぼ一致した短
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縮高を示す。即ち0．4M　KCI以下の低塩濃度では両glyc－
erol筋ともに最大短縮を示し，これ以上に塩濃度が上昇
すると短縮は著明に抑制される。しかしてglycerol筋の
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Fig．　：　Effect　of　KCI　coneentration　on　ATP　co－
　ntraetion　of　glycerinatedi　rabbit　psoas　and
　frog　sartorius　masele．
　　O－O　：　gycerinated　musele　fiber　of　rabbit
　　　psoas．
　　e一　e　：　glycerinated　musele　fiber　of　frog
　　　satorius．
　Ordinate：　Contraction　（legree　（％）　of　glyceri－
　nated　musele　fiber．
　Abseissa：　KCI　cocentration．
　Upper　both　curve　show　the　contraction　degree
　of　glycerinated　muscle　fiber　without　load．
　Lower　both　curve　show　the　contraction　de．crree
　of　glycerinated　muscle　fiber　wi七h　load（200　mg）．
透光性及び弾性は塩濃度の上昇とともに増加する。
　2）荷重を加えた場合＝両glyceroi筋ともにほぼ同
様な短縮高の低下並びに短縮域の狭少4）が見られる。しか
して塩濃度の増大にともなって，収縮に引続き伸展が見ら
れ，この現象はα5M　KCIで著明であった。
考 按
　成績に見る如く，全実験を通じて，家兎並びに蛙glyc－
6rol筋は大体において一致した成績を示した。しかして
われわれの家兎glycerol筋における成経：は荷重なき条件
下ではA．G．　Szent－Gy6rgyi5），丸山6），伊藤7）の成績とほ
ぼ一致するが氏等の成績では0．5M　KCIにおいても最大
短縮を見るに反し。われわれの成績ではかなりの抑制が見
られる，この相違はglycerol筋のrigor（或いはHyste－
resis）の程度の葦に基づくものとも解せられる。しかして
家兎並びに蛙glycerol筋についても同条件下で行った。
われわれの成績で，短縮高並びに短縮域についてほぼ一致
した成績を得，また透光性，弾性の変化についても同様な
所見を見たことは，両者のAM系に著明な差を認め難い
ことを示すものと解される。
　家にかかる無負荷の見掛上の短縮に対し，荷重負荷せる
場合には短縮高の低下並びに短縮域の狭少を生ずることが
知られているが4），かかる条件下で両glycerol筋間に差
を見るか否かについて検討を行った。
　図に示すとおり，この場合も両glycerol筋はほぼ一致
した成績，即ち短縮高の低下並びに短縮域の狭少を示した。
また家兎腰筋における本成績は：丸山s），伊1蔭9）の成績とほ
ぼ一致している。この際蛙glycerol筋において0．2M～
0．3MK：Clという比較的低濃度側において短縮高が家兎の
それに比しやや低いが，これは実験方法の項で述べた如く，
蛙glycerol筋の分離に際し，細長い筋線維を得難く，た
めに筋線維の直径に若干の不一致を見たこと，及び短長
10mmのものを使用した場合の多いことによる測定誤差に
よるものと考えられ，短縮域の一致せる点からAMの本
質的相違を示すものとは考え難い。
　先に丸山s）は荷重大となるとglycerol筋は短縮’に引
続き伸展することを述べており，われわれもまた両glyc－
ero1筋について；一・定荷重下に塩濃度の増大が同現象を示
すことを認めた。
　かく両glycerol筋の成績を対比して見ると，緒論で述べ
た家兎並びに蛙間に見る生理的塩濃度の相違はglycerol
処理によりAM系自体はその生理「約特異性を消失するも
のと・考えられ，A．　Szeht－Gy6rgyilo）．が各種筋肉間のAM
系は本質的に同一であり，筋肉間に見る生理的差異は，各
種筋肉に特異的な調節物質によるといい，また横山11）　も
ホタテ貝筋AMの粘度測定における知見より同様な見解
を述べており，AMの量的差異を問題としなければ，われ
われの得た上記の成績もこれと一致する。しかして本実験
の目的の如く，塩濃度を問題にする場合には，かかる調節
に与える因子として生繭における膜の存在も大なる意義を
有することを当然考慮に入れねばならぬものと考えられる。
　最近藤田12）はAMの臓器特異性に関して実験を行い，
4）永井：札幌医誌4，232（1953）．
5）　Szent－Gy6rgyi，　A．　G．　：　Enzymo！ogia　14，　246（1950）．
6）丸山：札幌医誌5，242（1954）．
7）伊藤：未刊・
8）丸山：札幌医誌5，169（1954）．
9）伊藤：未刊．
10）Szent－Gy6rgyi，　A．：Chemistry　of　Muscular　Cont－
　　raetion　（1951）．
11）横山：札幌医誌5，162（1954）．
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各種glycerol筋のATP短縮において，骨賂筋は高濃度
ATPにより弛綾し易く，腸管筋は高塩濃度に対して弛緩
し易いと述べており，氏はかかる相違に対して弛緩因子の
介在を推定しているが，この点誠に興味深いことである。
この点に関しては，AM液の超沈澱その他の実1験と相・俊っ
てさらに詳細な検討を要するものと老えられる。
　以上要するに本実験において意図せる，蛙筋のglycerol
筋の性格の検討において，叙上の如くそれが家兎glyceroI
筋と同様の態度を示すことを知り得，E．　Bozleri）の報告
の如く，蛙縫工筋が筋肉模型として家兎同lifk：Z使用出来る
ことを確め得た。
結 論
　家兎並びに蛙91ycero1筋の両者の態度をATP
短縮と塩濃度の関係及び荷重負荷の影響について
比較を行い，次の結果を得た。
1．両91ycerol筋は荷重の有無に関せず，一致
　した短縮高並びに短縮域を示した。
2．塩濃度の増大により両glycero1筋共に透光
　性並びに弾性の増加を示した。
3．以上の成績より，蛙縫工筋の91ycerol筋は家
兎腰筋のglycerol筋と同様に使用し得ることを
確めた。　　　　　　　　　　（昭和29．12．3受付）
Surnmary
　　The　effect　of　KCI－concentration　of　ATP　contraction　was　studied　in　crder　to　ccmpare
the　properties　of　t　wo　glycerinated　muscle　fibers　from，　rabbit’s　pscas　and　frog’s　sartorius．
　　The　results　are　as　follows．
　　　1）　Both　glycerinated　muscles　show　same　contraction　degree，　irrespective　of　load．
　　　2）　Transparency　and　elasticity　c・f　both　glycerinated　・muscles，　increase　similarily　in
accordance　with　the　augmentation　of　salt－concentration．
　　　3）　From　the　above　results，　it　is　confirmed　that　the　glycerinated　muscle　fib6r　extr一　’
acted　from　frog’s　sartorius　can　be　considered　as　suitable　and　proper　m　a　terial　for　models
of　AM　system　in　addition　to　rabbit’s　psoas　muscle　fibers．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Reeeived　Dec．　3，　1954）
